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先 に 当教室の K irita niら1 )は C lo stridiu mbotulin u-
m A,B,C . D,E,F型 で,S him a m u r aら2)は C.s o rde11ii
で , 竹松 は3)C .ha e m olytictlmを用 い て , マ イ ト マ イ
シ ン C (以 下M C と記す) あるい は紫外線 ( U V) に
対す る感受性 を検討 した 所, その ほ とん ど全て の 南棟
が両者に 感受性 を示 し, 且 つ そ の 溶菌液中に phage-
1ike pa rticle s, 並 び に Iytic age nt(S】 が存在する と
報告 した｡ M C あ るい はU V感受 性 は該菌の Iysoge ny
(溶原性) と関係が あ り, 且 つ また 1ys ogey は to xig･
e nicity (毒素原性) とも深い 関係の あ る こ と が他の 菌
種で知 られ て い る こ と4 ト 6)を考え , 著者 は更に 他の
数多くの 病原性 clo stridia を用 い て 1ys oge ny が どの 程
度各菌種間に存在するか につ いて 調べるため本研究を志した｡
C .botulinu mC 型菌の 1ys oge nyとto xige nicityと の 間に
実験的に は密接 な関係が あ る こ と は, すで に Ino u eら4)
Ogu m aら5), E klu nd ら6)が報告 して い る｡ そ こ で,
著者 の 教 室 で は最近 C. botulin u m C 型 の 有毒,
無毒株を多数土壌か ら分 離して い るの で , 自然界 に 多
数存在す る こ の 野生株の 間に も 果して M C感受性と 毒
素原性 と の 間に 密接 な関係が あ る か どう か, 検討 を試
み た ｡ ま た, 当教室 の S him a m u r aら2)が C.s o rdellii
の 全 て の 被験株がM C感受性で あ っ た と述 べ て い る が,
今回 は更 に C.so rdelliiの 無毒で且 つ ウ レ ア ー ゼ陰性
の 株が 多数得 られ た の で (Naka m tlr aら7)), これ に
つ い て も併せ て検討 する こと に した ｡ ま た, 非病原性
Clo stridia に つ い て教多く■の 薗種, 菌株 を用 い て M C
に対 す る感受 性を検討 した｡
ー
材 料 と 方 法
Ⅰ
. 使用 菌株
実験 に 供 した菌株の 菌種名, 菌株数, 並 び に それ ら
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の 由来 を表1 に 示 した｡ こ の 中で C.botulin u m C型
無毒株 (8株) と した の は, 芹川らが潟周辺の 土壌か
ら分離 した時 8), 同時に 分離同定され たもの の 分 与 を
受け たも の で ある (芹川ら は培養性状, 生化学的性状
が合致 す る点, お よび C.botulinu m C,(D) 型 に の
み 特異的に 反応す るC.botulin urnC 型凝集抗血清 を用
い て同定 し て い る)｡ C .bife r mqntans 30株 は正常型と
異型 と の 2 型に分 けた｡ 即 ち24株 は成書記載通りの 典
型的 な性状 を示 した の で これ を正 常型とした が, K Z
507, K Z5 08, K Z509, K Z 510, K Z511, K Z51 2
の 6株は Zeissle r 平板上 の コ ロ ニ ー 性状が pinpoint
コ ロ ニ ー を呈 す るの み なら ず正常型 の 溶血環よ り はる
か に 大き な溶血 環 を呈 した こ と, また Naka m u r aら9)
が細胞壁糖構成の 上 で も 一 般の C .bife r m e nta n s型
(グル コ ー ス , ラ ム ノ ー ス , マ ン ノ ー ス す べ て陽性)
と異な ると述 べ て い る こ と を考慮 して異型 C bife r rn e-
nta n s ( グル コ ー ス , マ ン ノ ー ス 陽性ただ し ラム ノ ー
ス 陰性) と し て扱う こ と と した｡(た だ しこ れ らの 株は
生 化学的性状, お よ び D N A-D N A ho m ology上 C.
bife r m e nta n sに 一 致し た9)｡ C .pe rfringe n sの α¶
毒素原性の 強弱の 差の ある 株を得るた めに Ya m agi･
Shiら10)の 方法に 従 っ て土 壌を100 ℃ 1時間ある い は
それ以 上加熱 して 分離し たも の と, 非加熱ある い は70
℃10 分加熱 して 分離し た 一 群 の 菌を便相し た｡ 1
'
a m a-
gishi ら10)の 報告で は前者の グ ル ー プ の 中に はマ ウ ス
を殺 す毒素原性 の もの はな く, 後者の も の の ほ と ん ど
はマ ウ ス を殺す に 充分 なα 一 番素原性 を持つ と され て
い る ｡ さ ら に C型と D 型薗に 対し て は それ ぞれβⅦ一,
β仙 , 並 びに £¶ 毒素原性 を Oakleyll)の 方法に 従 っ
て 検討 した｡ 毒素の 産生 は吉沢 ら12)の 記載 に従 っ た｡
C ･teta niの 有毒, 無毒株と して は教室保存株30株 を用
い , 毒薬原性 の 検索は真田13)の 記載に 従 っ た｡C .teta ni
(M C) or ultr a- Violet(U V) ray.
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表 1 使用南棟 の 菌種と由来
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無毒株 4株は形態, 培貴性状, 生 化学的性状お よび D
N A- D N A ho m olog y上 C.teta ni に80%以上 一 致
した も の で あ る (Naka m u ra u npublished)｡
ⅠⅠ. 使用培地
使用培地の 組成 を表2 に 示 した ｡ ほ と ん どの 場 合P
Y G培地を使用 した が , P YG培地 で発育の悪 い も の
に つ い て は T Y G培地を用 い , 上 記2種の 培地で も良
好 な発育を得ら れな か っ たも の に つ い て は玉井 ･ 福 田
培地14)(以下 T M F培地と記す) を用 い た ｡ C .botu-
1 inu mC型並 び に C. chauv oei の 様 な は えに くい 菌に
つ い て は上 記の培地で は心ずしも発育が良く ない た め,
特に ｢pre r edu c edJ T Y G培地を用 い た｡｢Pr e r edu c edJ
T Y G培地作製法は東らの Hu ngate の 変法15)に準
じた｡
Ⅰ軋 マ イ ト マ イ シ ンC(MC )に 対する感受性 の 検討
肝片カロ肝 ブイ ヨ ン16時間培養液1mゼを20mgの 新鮮培
地, 主 と して P Y G を用い , 発育の 悪い も の に つ い て
はT Y G培地 に植菌 し, 37 ℃ で培養を行 な っ た｡ 菌の
増殖は島津ス ペ ク ト ロ ニ ッ ク20光電比色計を用 い , 波
長560n m で Optic al De n sity (O D560) を測定 し,
対数増殖期初期 (O D560≒0.15) に M C を最終浪度2
FLg/m現こな る様加 え (C. s o rdelliiの場合前報2)と の
髭は
衰 2 使用培地 とその 組成
P YG m ediu m:
T Y Gm ∝liu m:
T - F m ediu m :





Na - th k)glyc ollate
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比較の た め特に い 柑/m£を使用 し, さ ら に近接グル ー
プ である C.bifer me nta n sに つ い て も C.s o rde11iiと
の比較の ため 1J∠g/m且の 濃度 を用い た｡), さ ら に37℃
で培養を続 けた｡ M C添加後, 3時間以内 に生 じた菌
の溶解を次に述 べ る よう な 3段階に分 けて 判定 した｡
1) 感受性(≠):即ち M C添加後, しばらく は O D億
が増加を続け た後, O D値 の減少が起 こ り, そ の減少
僑が 0.2以上 の場合, M C感受性(廿)と判定 した ｡
2) 感受性(+): OD 560億の 減少が0.19～ 0 の場合,
感受性(+)で示 した｡｢0｣ と はM C添加後, 幾分 O D
560値が 増加 した後, 増殖が 停止 した ま ま菌溶解も起
こ らな い も の を示 す(O D560 値 は増加 も減少 も認め
な い)｡
3) 感受性ト): M C添加後, O D値の減少 を全 く認
め る こ との 出来な い も の で, こ の 中に はM C非添加の
場合と ほと ん ど同様の O D560値の 増加 を示 す完全 に
｢ 感受性ト)の グル ー プ｣ か ら, M C添加後, 増殖は
抑 えられ つ つ も, O D値 の 増加を 示 す場合も感受性H
と して含 まれ る｡
Ⅳ
. 紫外線(U V)に対 す る感受性 の検討
こ の 試験は C.tetani に 対 して の み行な っ た｡ 肝片
加肝 ブイ ヨ ン16時間培養液 1m£を20m£の T Y G培地に
櫓菌 し, 37 ℃ で培糞 を行 ない , 菌 の発育を O D560で測
定 し, 対数増殖期中期 (O D560= 0.5) に 遠心 集薗 し
(3,000r.p. m .20分), 0.05 M Tris , H Cl綬衡液 (p H
7.4)6m且に懸濁 した｡ これ を滅菌 シ ャ ー レ に 移 し, 紫
外線 ( 東芝殺菌灯, 100 V, 14W) を1 m の 距離 で1 ,
2, 3分照射 した後, そ の 2mEを20mRの 新鮮 な T Y G
に 植菌 し, 37 ℃で 培養 を行 ない 経時的に O D560を測定
した｡ な お, 判定 は紫外線 3分照射後, 培 養6時間以
内 に起 こ っ た菌 の溶解 を O D560使の減少の 度合 に より
調 べ た｡ 感受性の 表示 は前記の M C に対す る感受性表
示 と同 一 の規準に よ っ た｡ なお, 1, 2 分照射 による
感受性 は参考と す る に 留め た｡
Ⅴ
. phage ･like pa rticle s の 検索
P Y G培地 を用 い て鵬C添加 に よ り溶薗 を起 こ させ ,
こ の M C溶菌液40- 60mRを 3,000× g , 1 5分間遠心 し,
上 帝液 をさ ら に 100, 00× g , 90分間超遠L像 ペ レ ッ
トを作製 した｡ それ を 2% 燐タ ン グス テ ン 酸 (pヨ:6.0
～ 7.0)に よ る ネガ テ ィ プ染色を行な い , 電子顕微鏡J
E M 7- 5480(日本電子K鳳東京) で観察 した｡ 但 し,
C . teta ni は T Y G培地 を用い 紫外線に よる溶薗液に
つ い て 検索 した｡
結 果
Ⅰ
. 病原 C lostridia の M C感受性
被験各菌種 に つ い て は, 用い た菌株中最も多く見 ら
れ る感受性 を代表と して , 由1 に 示 した｡ 病原 C lo st-
ridia 7菌種193株の M Cに 対す る感受性 を検討した
結果 を表 3 に 示 した｡ C.cha u v o ei 使用22株全て感受
性(+)で あっ た ( 図1 a)｡ その う ち 5株は 0.1 以上の
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.
O D56(の 減少 を示 したが , それ ら はい ずれ も 長期間著
者の 教室 に保存 して い た薗株で あ る｡ こ れ に 反 して ,
0.1以 下の O D 56()の 減少を示 し た17株中, 教室保存株
は 1株の み で 残り1 6株は新鮮分離株で あ っ た｡ C .s ept･
ic u m は全て 2p g/mE の 濃度の M Cに よ っ て は全く影
響を受 けな か っ た の で , さ らに 5/ノg/舶 の M C濃度を
用い て検討した が, 2〟g/mゼと同様, 全く 影響 を認 め
なか っ た (図1 b)｡ C･ botulinu mC 型22株は全株, 感
受性(十)で あ っ たが , 感受性(≠) の 菌株 はな か っ た
(図1 C)｡ 感受性(十)と判定し た蘭株 の 中で は, 0.1
以 上 の O D560の 減少 を示 した 7株は , 全株, 有毒株で
565
あ っ たの に 反 し, (】.1 以下の OD5 伽 の 減少 を示 し た
残り の 中に , 8株の 無毒株が含ま れ て い た｡ 上 述の 如
く C･Cha u v o ei, C . botulin u mC型 はM Cに対 し感受性
(+)の 成績を示 した が, これ ら の 菌種の 中に は被験培
地中で の 発 育がノg､ず しも良 い と ほい えない もの が多か
っ た｡ こ の こ と は こ れ らの 菌群が嫌気条件に 関し て,
特に 厳密 な制約を受 ける こ と に よ るの では ない か と考
え, さ ら に ｢pre r educ edJ T YG 培地を用 い て検討
した｡ この 培地の 利点と して は, 培地作製暗か ら完全
に 還元 され て お り, 且 つ ま た O Dの 測定時, 培養液を
振過す る際も 気相が炭酸ガ ス で 置換され て お り, さ ら
鶉6
に ゴ ム キ ャ ッ プ で密閉され て い る こ と に よ り, 全 く空
気 と触 れな い と い う 点で ある (M Cの効果 は増殖の盛
ん な細胞 に より良く働 くの で , 良好な発育で の M C の
影響 をみ る必要が ある)｡ しか し,｢pr e redu c edJT Y G
培地中で は確か に 良好な増殖を得 る こ とが 出来たが ,
野
M Cに 対 して は僅 か に感受性(+)な程度で, これ ら の
菌種は発育の良, 不 良に か かわ ら ずM Cに対 して 感受
性(≠)の もの は認め られ な か っ た｡ C . s ordelliiの 今
回用 い た18株 はす べ て無毒株 で あ るが , ウ レ ア ー ゼ に
関 して は 陽性10株, 陰性 8株で あ っ た｡ その うち 6株
ヰ 8
Tim e(hr)





図 1 Clostri dia の マ イ ト マ イ シ ン C に 対す る感受性
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が感受性(廿), 12株 が感受性(+)と判定さ れた (図1
d)｡ 但 し, M C感受 性と ウ レ ア ー ゼ産生と の 間の 関係
は認め られ な か っ た｡ C.bife rmenta n s の異型と して
区別 した 6株 (方法の 項参照) 中2株はM Cに対 し感
受性(≠)(図工 e)で あ り, 残り 4株も感受性(+)の程度
で はあるが , O D減少 0.1以上で著明な溶菌が認 めら
れ た｡ こ れ に 反 し, 正 常塾 ( 方法の項参照) の24株中,
6株 に のみ溶歯が み られ , 且 つ O D減少は 0.1 以下に
すぎなか っ た｡ 正常型 で は圧倒的 に 感受性(-)が多か
っ た (図1 f)｡ C .histolytic u m に つ い て は6株中3株
は感受性(廿)と判定 され (図1 g), 3株は感受性(+)
と判定さ れ たが , 無毒の 948株 の M Cに よる溶薗 は他
の も の よ り明 確に 弱 い も の で あ っ た ｡ C .perfringe n s
の 土 壌由来野性株56株 ( 内, 非加熱分離菌, 70 ℃1 0分
加熱分離菌合計35株, 100 ℃1時間あ る い は, それ以
上加熱分離薗合計21株) を用い て加熱条件とM C感受
性との 関係 を検討 した が, 何 ら関係が み られ なか っ た｡
こ の う ち感受 性(廿)6株, (+)15株, ト)35株で あ っ
た｡ C 型に 関 して は使用薗株12株中4株が感受性(≠)
と判定さ れ, ま た 4株が(十) と判定 され た ｡ この 12株
中, β 叫 毒素原性と M C感受性と の 間に 何ら特別な関
係 を認め る こ と は出来なか っ た (C型12株中, 7株 は
すで にβ 一 毒素産生を示 さ な か っ た)(図1 i)｡ D型使
用薗株10株の ど 一 章素原性を検索し た所, 9株に 仁 一
毒素原性 を認めた が , M C に 対す る溶原性 は 4株が 感
受性(+), 6株が感受性(-)と判定 され , ∈ 一 毒素原
性と溶原性と の間に は関係はみ られ なか っ た(図 1 b)｡




C .teta ni の紫外線(UV)に対す る感受性 の検討
C.teta ni は2pg/mEのM C洩度 では溶菌を起 こ さ ず,
溶菌 を起 こ す に は 5メJgノmゼ の高濃度の M C を必要と し,
む し ろU Vに 対す る感受性 の 方が明確 に み られ た の で,
U Vに対す る感受性 を検討 した｡ U Vに 対す る感受性,
非感受性の代表的発育曲線 を図2 に 示 した｡ 被験 有寿
26株中, 10
4
MLD/m 的 8株中5株, 10
3
M L D/mA の 8株
中7株, 10
2
M L D/mE の 8株中5株が感受性 を示 し, 10
4
M Lq/mEを有 したK Zl142, 10
2
M L D/mEを有 した K Zl143
K Zl151株は非感受性であり,形艶 培養性状.生化学的性状,
D N A- D N A ho m olog y(Nakam ura unpublished)に
に よ り, C .teta ni 無毒株 とさ れ た 4株中3株(M - 2,
M-6, M-14) に U V感受性 を認め, 溶原性 と毒素
原性との 間に は関係 をみ る こ と は出来な か っ た｡
1Il
. 非病原性 Clostridia の M C感受性の 検討
他の 非病原性 Clo stridia の M C感受性 は各菌種 に 属
す る菌株数も少ない の で , これ らの 薗種の M C感受 性
に つ い て は 一 応の 参考成績と して表 4 に示 した｡ しか
し なが ら, C. m ultifer m e nta n s は用 い た4株共M C
に 対 し, 感受性(廿)で あ っ た (図1j)｡ ま た, C . ac e-
tobutyric u m, C ･ butyric u mの M C感受性株 を図 1.
k
.
1に 示 した ｡
Ⅳ
. phage お よ び phage-1ike particle s の検討
C. teta ni, C. bife r m e nta n s, C . perfringe n s, C .
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図 2 C. tet ani の 紫外線 に対す る感受性
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表 4 非病原性 Cl岱tri dia の マ イ ト マ イ シ ン C に対す る
感受性
No. of N b fSpe cie s Strain s
n m ero sbo w mg
testd OD de c r 飽 S e Of ♯
C. ∂吻′rむ〟机 4 3
C. 椚 涙斬如 矧 用 お那 4 4
C. αCgわぁ多め′γむ〝椚 3 2
C. ビOCカ由αγ血ク児 6 2
C. 由血刀0 椚 0坤カ〟椚 4 3
C. α∂ぶ0 乃〝 椚 5 2
C. 押 明 和 而 脚 闇 7 0
C. おγぬ` 桝 5 0
C. 励 猿 2 0
C. c αタゐ 〃αゐ 2 0
C. 郎ゐβ柁0ゐおご 2 0
C. c αγ乃怨 ロ 0
C. 血 削 ぐ〃〝研 口 0
C. ♪α 用♪〟か絢 〟別 口 0
C. 融 和 匝 地 肌 傲 ロ 口
#P Y Gm 由iu m w a su sd fo r allstrain s tested.
♯ Refe rto the te xt.
M Cに 極め て高い 感受性 を示 した株の 溶薗液中の pb-
age-1ike pa rticle s の 検索 を試み た｡ phage ･1ike
particle s は C . perfringe n sS O O3- , C .bife r m e ntq
a n s7031, 7036, C . teta ni 6 116, C. histolytic u m
3各菌株の 100, 00× g , 90分超遠心後の U Vや M C
溶菌液 の ペ レ ッ ト中に 見い 出す こ とが 出来た が(図略),
C ･ teta ni H A47株 ほ図2に 示 す様 に U V 照射 に よ り急
激 に 溶菌す る に も か かわ らず, その ペ レ ッ ト中か らph･
age･1ike pa rticle s を検出で き なか っ た｡ ま た, ゆ る
やか な 溶菌 を示 した C. chau v o ei M C溶菌液か らも
何 ら Phage- 1ike pa rticle s は検出でき な か っ た｡ 又,
プラ ー ク形 成を 試み たが形成で き な か っ た｡
Clo stridia の マ イ ト マ イ シ ン (M C) と紫外線 (U V) 感受性
考 案
C■ botulinu mC 型の 溶原性と毒素原性の 間に 密接 な
関係がある こ と は, 既に In o u eら4), E klund ら 6)
に よ っ て述 べ ら れ て い るが , 私 は本論文で , 自然界か
ら分離 した直後 の 野 生株 を用 い て検討 した 軌 やや こ
の 様な 関係 を暗示 す る様な 結果 を得 た｡ 自然環境か ら
分離さ れ る C･ pe rfringe n s の 清原性 に つ い て は既 に,
S mitb 16), 内山17), 今村ら18)の研究 がある が, これ ら
の 中 で は毒素原性 と の 関係 に つ い て検 討 さ れ て い
な い ｡ 著者 の 研究 も 直接, 漆原性 と毒素磨性と の
関係 に つ い て 検討 し た も の で は な い が , 加 熱条件
を異 な ら せ た 場合, 即ち, 100 ℃ 1br, ある い は そ
れ以上 加熱した 場合 と, 非加熱あるい は70 ℃10分加熱
した場合で は, 歴然 と した α 一 毒素原性 の差が得られ
る と い う Ya m agishiら10)の 報告が あるの で, 加熱条
件を異に す る 2群 を用 い て 検討 した が, 加熱条件と何
ら密接な関係が み られ なやゝっ た こ と か ら考え て, 両者
の 間 に相関 はな い と考え る｡ 河 合ら19)は既に, C .pe r-
fringens の 清原性 とE 一 毒素贋性と の間に は, 密接な
関係は み られ な い と 述 べ て い る｡ C ･ pe rfringe n sのβ一
ある い は い 一 考索原性 と溶原性と の問題を検討した が,
有意な関係は ない よ う に 思 われ る｡ C . tetani の溶
性に 関して は既 に, Pr e ss c ottら 20)が試み た 7株の 全
てに M C-indu c ed lysis が 認め られ な と述べ て い る
が, 私 は本論文で U V感受性 に よ っ て 検討 し, そ の
induc ed lysis を全くみ な い株 も毒素原性が高い こ と,
ま た形態, 培養性状, 生化学的性状, DN A- D N A ho-
m olog y によ り, C . teta ni 無毒株 (Naka m u r a u npu･
blished) とさ れ たも の の う ち indu c ed lysis を起 こ
す株 を見る こと に よ っ て, こ の 両者 に 関係 はな い も の
と推定 した｡ S him a m u r aら2)は C. so rdelliiを用 い
て, 毒性株が よ りM C一 感受性 であ る と述 べ た が, 無
毒株の 全て もま た, M C一感受性 で あ る と述 べ , 直接,
溶原性と の関係を否定 してい る｡ 元 来, 以 上 の 研究で
M C- 感受性が 毒素原性に 関係す る か どう か に つ い て
調 べ る時の 1 つ の 難関は, 病原性 Clo stridia で は,
毒味が同定 し に く い こ と で あ る｡ 私は, こ の 論文の 中
で, 加熱条件 を変 えた り, 特異的に 凝集す る抗血 清を
用 い た り , D N A- D N A ho molog yに よ り, 又 , 長期
間保存す ると い う種々 の 方法に よ っ て無毒株を選 び,
これ と比 較検討した ｡ 今回 の 研究で も全て C. s o rdell
ii は無毒株であ る こ と をか んが み て用 い たが , これ
ら は全て, M C - 感 受性で あ り, 直接毒素贋性と清原
性 との 間に, 関係 はな い も の と 思われ る ｡ 著者の 研究
は また, 分類学上 , 非常 に似た グ/レ ー プで ある C. cb･
王箔9
au v o ei と C. s eptic urn, ある い は C. s ordelliiと C.
bife r menta n s の 間に , 特 に前二 者に M C- 感受性の
上 で 甚し い 差の ある こ と を示 した ｡ こ れ と同 じ現象と
して , 既 に K iritami ら1)が C. spo roge n e sと C.bo -
tulinu m で , 竹松3)が C. n o vyi B型と C. ha e m olytic
u m の 間 で, その 分類学上, 極め て近い に も かか わ ら
ず, M C 一 感受性 の上 で著 しい差 の あ る こ と を示 して
い る｡ こ れ らの う ちで も C･ Cha u vo eiとC. septic u m
が特 に , M C 一 感受性 に つ い て顕著な差異を示 す よう
に思わ れ る｡ これ らの相似 した 2 つ の菌種 は, 現在,
主と して その 可溶性抗原に よ っ て分け られて い るが ,
この 可溶性抗原と酒席性との 関係 は, 将来さ らに検討さ
れ る ぺ きも の と考え る｡ また , Phage ･like pa rticle s
の 検索は多く の 場合, M C や U V溶菌液を 100, 00×
g, 90分超遠心後のペ レ ッ トで試みた が, M C や U V
に 著明な溶菌現象を示 した に もか かわ らず, ペ レ ッ ト
中に は極め て僅かの phage-1ike pa rticle s が認め られ
るに 過ぎなか っ た｡ 時と して激し い 溶菌 を起 こ したが ,
見い 出す こ との で きない 場合もあ っ た (C. teta ni H A
47 の場合)｡ こ の 事実か ら, M Cある い はU V照射後の
急激 な菌 の融解 は, 菌細胞内で の phage-1ike pa rtic･
1es の増大, あるい は胞子 形成菌の もつ 自己解体系が
関与 してい る よう に 思われ る｡ 1)2)3)2ユ) - 2引
結 論
種々 の Clo stridia の 溶原性 に つ い て検討 した所, C.
Cha u v o ei, C . botulin u mC型, C. s ordellii, C . histo ･
1ytic um , C. m ultife r m e nta n sの 全ての株, C .bifer m-
e nta n sの 異型 株の全 てがM Cに 感受性で あ っ た｡ また,
C･ teta ni と C･ pe rfrinde ns は試みた株の半数以 上 が,
U VやM C に それ ぞれ感受性 を示 した｡ C. botulinu m
C 型 のM C感受性 と毒素原性 との 間に い く らか の 関係
を見い 出す こ と が でき たが, C . tetani, C. pe rfringens
に お い て は, U V やM C感受 性キ毒素原性に つ い て関
係を見い 出す こ と は出来な か っ た｡ C . s eptic u mは被
験株全て がM C非感受性で あ っ た｡ 又, C . bife r m e n-
ta n s( 正常型)の 大多数も M C非感受性で あ っ た｡
稿を終る に臨み, 終始御懇篤なる御指導並 びに 御校閲を戴い た
西田尚紀教授に心か ら御礼申し上げます｡ また本研究の 遂行 に あ
た り御協力御教示 を賜 っ た金沢大学歯科[]腔外科玉井健三助教授,
微生物字数童中村信 一 助教授はじめ教室員各位並びに 歯科口腔外
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A bstr act
In s cr ee ni g the lys oge ny of s ev er al clostridia, S u S C ePtibility to mito micin C(M C) o r
ultra- Violet (U V) r ay w as fo u nd a m o ng all str ain s of Clo stridiu m chau v o ei, C.
botulin u mtype C･ C･ S O〆dellii･ C･ histolytic u m･ C･ m ultifer menta n s a nd abe rra nt type
C
･ bifer m e nta nsstrain s a nd a m o ng the gr eate r part of str ain s of C. [eta ni a nd C.
♪βげrg乃gg 那.
T he M C-S e n Sitivity w a sha rdly de m o n str able a m o ng C･ S ePtic u m str ain s a nd a m o ng a
m ajo rityof C･ bifer m e nta ns(n o r m al ty pe)strain s. In spite ofthefrequ e nt o cc u rr en c｡f
M C･ O r U VT S u S C eptible str ain s in thes e clo stridia, C O n色r mato ry nnding betw ee n
to xige nicity a nd M C- O r U V- S e n Sitivity of the s e clo stridia c o uldn ot be obs er v ed
e xcept a m o ngthe str ain s of C. botulinu mt ype C.
